
[専門教育科目/看護の展開/⺟性看護学] 

科目名 ナンバリング 区分(必修・選択) 単位数 履修年次 開講学期等 

母性看護学概論 NSP21_002 必修 1 2 前期 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

田中深雪 409 m.tanaka 金曜日 16:20～17:50 

授業の目的・概要 

わが国においては少子化が大きな社会問題となっている。そのため本科目では、母性の一生を通じた

健康の維持増進、疾病を予防し次世代の健全育成について理解することを目的とする。まず母性とは何

かについて幅広く考え、母性看護の基盤となる重要な概念について説明する。そして次世代の健全育成

について多角的に考える為、妊産褥婦や新生児のみならず、パートナーとしての男性や家族・地域の役

割や母性看護に関する社会的動向・統計・法律などについて遠隔授業で実施する。 

学 習 上 の 助 言 

1 年次に学習した「人間の生殖と発達」と関連付けながら母性看護の対象の身体的・精神的・社会的特

性の理解を深めてほしい。現代女性の特性や生き方、さらに男性や家族・地域社会の特徴やあり方など

社会の動向にも注目し視野を広げ、自身の母性観、父性観についても考える機会とする。 

教 科 書 系統看護学講座専門分野Ⅱ 母性看護学概論 母性看護学①/著：森 恵美 他/医学書院/2021 

参 考 書 
国民衛生の動向/厚生労働統計協会/2020 

わが国の母子保健/母子保健事業団/2020 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 母性看護の基盤となる概念について理解し、説明できる。 HSU(1)(2)、NS(1)(2) 

② 母性看護に関する社会的動向について理解し、母性看護のあり方について説明できる。 HSU(1)(2)、NS(1)(4)(5) 

③ 母性看護に関連する法律・施策について理解し、説明できる。 HSU(1)(2)、NS(2)(5) 

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 母性の概念について学習する。 
同時双方向型

授業 
教科書、資料で予習復習する。 3 

2 母子関係と家族発達について学習する。 
同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 3 

3 
セクシュアリティの定義や意義および発達につい

て学習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

4 

リプロダクティブヘルス/ライツとヘルスプロモー 

ションについて理解し、今後のヘルスケアについて 

学習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

5 
母性看護のあり方、倫理、安全、事故防止について

学習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

6 
わが国における母性看護の変遷と現状について学

習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

7 
母性看護に関する社会的動向について母子保健統

計から学習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

8 
母性看護に関する法律や施策、対象を取り巻く環境

について学習する。 

同時双方向型

授業 教科書、資料で予習復習する。 4 

試 
定期試験 

達成度評価・評価のポイントを参照 
 

[専門教育科目/看護の展開/⺟性看護学] 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

90 10 0 0 0 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 70 0 0 0 0 70 

思考・推論・創造する力 20 10 0 0 0 30 

協調性・リーダーシップ 0 0 0 0 0 0 

発表・表現伝達する力 0 0 0 0 0 0 

コミュニケーション力 0 0 0 0 0 0 

取組みの姿勢・意欲 0 0 0 0 0 0 

問題を発見・解決する力 0 0 0 0 0 0 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

① ✓ 学期末に定期試験を実施し評価する。 

定期試験は教科書、授業で配布したプリントの内容に基づく応用問

題を出題する。 

試験後に解説を実施する。 ② ✓ 
③ ✓ 

レポート 

① ✓ 
授業の半ばにレポートを課す。課題については開講後に提示する。 授業内で総評を行う。 ② ✓ 

③ ✓ 

成果発表 

①  

  ②  

③  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  ②  

③  

その他 

①  

  ②  

③  

備  考 

今後の新型コロナウイルス感染症の状況など社会情勢によって再度シラバスの変更がある可能性があります。Teams を使った

同時双方向型授業を行います。授業時は通信容量の無制限 Wi-Fi 環境を推奨します。 

 

教員の実務経験：助産師として長年の臨床経験あり 

実践的授業の内容：実務経験のある教員の指導のもと、母性看護学の基礎的知識について理解を深める。 

 


